
○男子個人戦
ﾒﾒ ﾒﾒ

東海雄（氷南） 優勝山田寛千 山田（大門）
６ ﾒ一本勝ち （大門中） ﾄﾞﾒ▲ ﾒﾒ

角納（高陵） 延 2位 岡部哲典 ６ 又川（福岡）
１ (小杉南中) １

澤橋（大門） ﾒ▲ 3位浅野暁 池田（氷南）
ﾒﾒ ﾒﾒ 10 ﾄﾞｺ （大門中） ﾒﾒ ﾒ一本勝ち

篠原（戸出） ｺ ４位東海雄斗 10 ﾒﾒ 竹田（志貴野）
２ （氷見南部中 ２

木谷（新湊） ５位 真岸拓実 田中（小杉）
ﾒ ７ （大門中） ７ ｺ一本勝ち

石 （中田） 延 ６位 岡崎航 ▲ 東 （伏木）
３ （小杉南中） ３

吉田郁（高西） ﾒｺ ﾒ 姫野（芳野）
ｺﾒ 12 ﾒ 12

頭川（伏木） ﾒﾒ ﾒ一本勝 村田（西條）
ﾒﾒ ８ ８

真岸（大門） 大木（五位）
４ ４

本江（志貴野） 11 11 ﾒﾒ 岡崎（小杉南）
ﾒ ﾒ ▲ ﾒﾄﾞ

諸見謝（牧野） 澤村（新南）
５ ５

嶋崎（西條） ９ ９ 東 （戸出）
ﾄﾞﾒ▲ ▲ ﾒｺ

棚田（新南） ﾒ ﾒﾒ 屋敷（南星）
▲ﾒｺ ﾒﾄﾞ ﾒ一本勝ち

宮本（大門） 竹岸（氷南）
ﾒﾒ ﾄﾞｺ ﾒ一本勝

小栗（伏木） ６ ６ 三輪（高西）
１ １

中葉（氷北） 一本勝ち ﾒ 大舘（射北）
ﾒ ｺ ﾒ ﾒ一本勝

山本（小杉） ﾒ 10 10 金子（牧野）
２ ２

嶋田（五位） ７ 小川（氷北）
７

灰田（西條） ﾒ ﾒｺ 浅野（大門）
ﾒﾒ ﾒﾒ

高島（福岡） 12 12 岩本（高陵）
３ ﾒ ３

宮崎（氷南） 一本勝ち 四柳（新南）
ﾄﾞｺ ８ ﾒ▲ ﾄﾞ ８ ﾒﾒ

岡部（小杉南） 黒田（西條）
４ ４ﾄﾞﾒ

林（芳野） ﾒ ﾒ▲ 西尾（南星）
ﾒﾒ 11

丸田（射北） ﾄﾞｺ 11 五十嵐（新湊）
５ ５ﾒﾒ

金岡（南星） ９ ９ 村木（中田）
ｺ ▲

吉田大（志貴野） 麻本（福岡）
ｺｺ ｺﾒ

県選手権大会出場者決定戦 ３位決定戦 ５位決定戦
ﾒﾒ

ｺ ﾄﾞ ｺ
ﾒ

岡崎 黒田 真岸 宮本 東海 浅野 岡崎 真岸
○男子団体戦予選リーグ
Ａ 大門 西條 志貴野 牧野 高陵 勝ち点 勝者数 勝本数 順 位 Ｂ 高西 小南 戸出 氷北 南星 勝ち点 勝者数 勝本数 順 位
大門 9/4 6/3 9/5 10/5 4 17 34 1 高西 2/1 7/3 4/3 3/2 3 9 16 2
西條 2/0 0/0 7/4 10/5 2 9 19 3 小南 3/2 3/2 6/4 7/4 4 12 19 １
志貴野 1/0 5/3 6/2 10/5 3 10 22 2 戸出 2/1 0/0 3/1 3/2 0.5 4 8 4
牧野 0/0 1/0 4/2 10/5 1 7 15 4 氷北 1/1 1/1 6/3 3/2 2 7 11 3
高陵 0/0 0/0 0/0 0/0 0 0 0 5 南星 2/1 1/1 3/2 1/0 0.5 4 7 5

Ｃ 氷南 五位 小杉 新湊 芳野 勝ち点 勝者数 勝本数 順 位 Ｄ 新南 伏木 福岡 射北 中田 勝ち点 勝者数 勝本数 順 位
氷南 2/1 3/1 5/2 5/3 2 7 15 3 新南 8/4 4/2 6/4 10/5 4 15 28 １
五位 5/2 1/1 3/1 6/4 2 8 15 ２ 伏木 0/0 2/0 3/2 5/3 1 5 10 4
小杉 5/3 3/2 6/3 7/4 4 12 21 1 福岡 2/2 4/2 6/3 8/4 3 11 20 2
新湊 3/1 7/3 1/0 1/1 1 5 12 4 射北 0/0 5/3 1/1 6/4 2 8 12 3
芳野 0/0 0/0 0/0 3/2 1 2 3 5 中田 0/0 1/0 0/0 1/0 0 0 2 5
○男子団体決勝トーナメント

優勝 新湊南部中学校 ２位 大門中学校

３位 高岡西部中学校 ４位 小杉南中学校 ３位決定戦

6 7 4 2
1 3 3 1

1 10 1 8
0 5 0 4 高 小

2 2 9 3 6 2 8 1 岡 杉
1 2 5 1 4 1 4 0 西 南

8 2
小 高 大 福 小 志 新 五 4 0
杉 岡 門 岡 杉 貴 湊 位

西 南 野 南

５位福岡中学校 ６位 五位中学校

５位決定戦 福 五
岡 位

＜戦評＞

○個人戦決勝

開始早々岡部が先取しその後山田が果敢

な攻めの末にメンを取り返し延長となった。

その後一旦試合が中断し両者呼吸を整え、

試合再開直後に山田の引きメンが決まった。

○団体戦決勝

先鋒戦は浅野（大門中）が勝って先行する。

大門中はこのまま勢いに乗りたいところだ

が、新湊南部中が次鋒、中堅戦を制覇する

副将戦は澤橋（大門中）が一本先取するが

気力で攻める金木（新湊南部）がメンを取

り返す。延長戦の末金木のメンがきまり、

新湊南部中がチームワークで優勝を決めた。




